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トップニュース：今年度最大のイベント無事終了！ 
去る 9月１８日（土）・１９日（日）、第２回全国バスマップサミット in福井が福井大学のアカデミーホー

ルで開催され、市民自らバスマップづくりに取り組む多くの団体・個人が全国各地から福井に集まり、これ

までの成果の発表、ノウハウの交換、議論を行いました。昨年の第１回（岡山）の幹事団体 4団体でしたが、
２回目の今年は２団体増えて岡山、広島、松江、岐阜、仙台、福井の６団体となりました。今年は村山友宏

先生を招き、夜学では「ホジロバ交通（歩行者・自転車・路面電車・バス）と遊歩都市」をテーマに、また、

本会議の記念講演では「街を活性化する街づかいマップ」をテーマに講演を行って頂きました。パネルディ

スカッションでは各団体の報告からたくさんの細かな課題が浮かび上がり、熱い議論が交わされました。参

加は１８日が約３０人、１９日が約１００人と盛況でした。来年は松江で第３回が開催されます。（文：清水） 
 

 

８月 31日 まち色めぐり打合せ（風流塾共同） 
９月 ２日 ご近所の底力」（ROBA出演）放映 
９月 ５日 田原町直通検討会議準備 
９月 ７日 田原町直通検討会議  
９月 ７日 ９月運営会議 
９月 ８日 まち色めぐり打合せ（風流塾共同） 
９月 ９日 第 23回まちづくり懇談会 
９月 12日 マップ・バスマップサミット部会 

 まち色めぐり打合せ（風流塾共同） 
９月 18日 まち色めぐりオープニング 
９月 18日 全国バスマップサミット in福井 
９月 19日 全国バスマップサミット in福井 

 
 
９月 24日（金）９月臨時運営会議 
10月 ９日（土）ＮＰＯフォーラム参加 
10月 10日（日）ＮＰＯフォーラム参加 
10月 12日（火）10月運営会議 
10月 14日（木）第 24回まちづくり懇談会 
10月随時 まち色めぐりツアー（風流塾共同） 
10月 22日（金）10月例会 
10月 22日（金）全国路面電車サミット in高知参加 
10月 23日（土）全国路面電車サミット in高知参加 
10月 24日（日）全国路面電車サミット in高知参加 
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「レンタサイクルでちょっと遠出」 
 えちぜん鉄道サポート団体「ぷらっ

と・ふくい」主催の写真コンテストで 
最優秀賞をいただきました。今回は家

族がテーマということで、友人家族に

モデルになっていただきました。 
 近いうちに祝賀パーテｲ―を開く予

定です。祝賀パレードはありません。 
カメラはコンタックスＳＴ（銀塩カメ

ラ）レンズは３５ミリＦ２．８です。 
             （林照） 
2004.9.24 



                                  作成：平成 16年 9月 7日 
          「えち鉄・福鉄相互乗り入れ検討会」に提出した意見書 
Ⅰはじめに 
１、公共交通の結節機能の強化を図り、新たな乗客の開拓に目を向けることにより利便性の向上を図

る取組が行われることについて大変素晴らしいことと思います。 
２、相互乗り入れに関し、鉄道事業者まかせではなく県・沿線市町村・市民等による検討会が開催さ

れましたことについて、感謝申上げます。 
３、このような場で一市民団体から意見を言える機会を与えていただいたことに御礼申上げます。 
Ⅱ実証実験の問題 
 １、今回の実証実験では料金の割安感だけがポイントとなっていて、利便性を検証する実験となって

いません。 
 ２、そのため、今回の実験数値の増減を検証数値として使わないでいただきたい。限られた条件にお

ける需要予測しかできないと考えます。 
   ＥＸ． ・乗り継ぎ時間の短縮⇒増便、ダイヤ調整  

・福井鉄道の路面走行状態の改善⇒自動車の右折方法、電車優先信号    
・広報が不完全⇒実証実験が知られていない 

       ・電停での乗降の不便さ⇒従来と変らない 
Ⅲ相互乗り入れの考え方 
 １、新たな乗客の開拓、乗客の利便性の向上による電車の利用促進につながる方策とは何か。 

三国、武生、勝山⇔福井への移動（中距離移動） 
福井市内⇔商店街・公共施設・病院への移動（短距離移動）に利用される市民鉄道 
特に利用見込みの多い福井市民にとって便利な鉄道につくり替えることが必要 

・新たな乗客の開拓とは⇒車利用者、鉄道無関心層の呼び起こしである。 
・乗客の利便性向上とは⇒えちぜん鉄道、福井鉄道の垣根を越え、郊外鉄道としての機能だけでな

く市内鉄道の機能を持たなければならない。 
２、そして、相互乗り入れによりこれらが実現しなければならない。 
Ⅳ相互乗り入れ案･･････b案を支持いたします 
 １、目に見える新しい施策が意識の高揚に影響を与え、利用者増をもたらすことは国内各地の事例に

より明らかであり、それが重要です。（ex 広島、熊本、松山,、高岡 etc） 
 ２、直通の開始が一番わかりやすい「新しいサービス」…利用促進へのアピールとして大きい。 
３、直通の投資だけで新たな鉄道を１本作るのと、同じ効果があるのではないか? 
    (郊外鉄道+市内鉄道)で２本という位置付け 
４、新田塚⇔田原町⇔（福井駅前）⇔ベル前⇔浅水のシャトル便（ＬＲＶを増設） 
 都市基幹路線としての位置付け（詳細は都市再生モデル調査のなかで説明） 

５、 路面軌道区間の走行環境の改善（東下交差点信号、右折方法）･･･････別添 資料①は省略 
６、コストの問題を除けば市民のＬＲＶ導入についての期待の声は大きい 
７、福大前西福井⇔新田塚間にある潜在需要を、駅新設の組合せで開拓できる可能性があります。 

 
     鉄道事業者、福井県、地域市町村、市民が一体となって LRVを実現するために 

ＬＲＴプロジェクト推進協議会（仮称）の設置を提案します。 
（国土交通省・総務省の支援が期待できます）･･･別添 資料②は省略 

－

－ 
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ゆうじんの部屋 書籍紹介 大特集 

「クルマ社会のリ・デザイン」近未来モビリティへの提言 日本デザイン機構編 

鹿島出版会 2200 円＋税 ２００４．７．３０ ＩＳＢＮ4－306－04439－4 Ｃ３０５２

 バスマップサミットが福井で開かれたが、クルマ向けののりのりマップをデザインするための本

が出版されました。というのは冗談で「糊」でも「乗り」でもなくクルマ社会の リ・デザインで、

デザインし直すということです。クルマと地球環境、まちの賑わい、高齢化、ＩＴＳ・・・・・さ

まざまな社会潮流の中で、過度にクルマに依存した都市を見直そうという趣旨で、５０余名の提案

が集められている。 

いずれもクルマ社会を語るにふさわしい有名人である。買って損はないでしょう。著者はみんな

物がわかった人だから、公共交通やカーシェアリングの社会的価値を認めつつクルマ所有の喜びも

否定していない。結局一番大変なのは、クルマ抑制型政策の合意形成する人である。 

危ない間取り 横山彰人 新潮社 ISBN4-10-468801-0 

３ＬＤＫなど、日本の住宅行政は最低限の量的供給に汲々とし、質を忘れていた。リビングに顔を

出さずに廊下から入れる子供部屋は非行の温床。 

以上がこの本の要約である。上の二行は言い古された言葉で、今は民・都市機構問わずバリアフリ

ーや広いリビングなど多様化を図っている。もちろんそのコストは購入者負担である。著者はその質

の向上に公費を投入せよと言うのだろうか。そこは明確に訴えていないところが物足りない。 

 不特定多数が使うまちづくりでさえ公費負担が難しくなっている今、低所得者の生活の質の向上を

文化、教育、住居、食費のどこに重点化するのか。教育のように、他人に迷惑をかけず、収入増に 

つながるものはまだしも、今やその他の部分は個人に任されるべきであろう。 

 この本をただ読んでも面白くない。でも、まちづくりと重ね合わせて読んでみよう。ライフスタイ

ルを考えないまちづくりは、幸せを生まないのである。 
 

「地下鉄東西線計画２５の欠陥」 江刺洋司 東北大学名誉教授著 本の森 

１，５００円＋税 ISBN4-938965-58-5  C0036 

ＲＯＢＡの会の皆様には、仙台地下鉄東西線を路面電車で整備すべきとのＨＰ等をご覧になった

方が多いかと思います。この本は、全く逆に、金がかかっても将来のためにもっと深く、地下街を

備えた立派な地下鉄にせよと主張する。本の前半は、エネルギー問題、環境問題に割かれ、著者の

学識が感じられるが、利子（割引率）を用いた費用便益分析を否定するところから共感が持てなく

なってしまう。 

 先行き不安な世の中では、都市がどう変わるかを予測することは難しく、それを克服するのが割

引率である。資源欠乏、少子化時代の都市が、筆者の思うようなシナリオで変わっていく保証はど

こにもない。筆者の優れた見識が都市計画家との議論を経て研ぎ澄まされたように思えないのが残

念である。 
－３－ 



＜バスマップサミットｉｎ福井  すごろく　2004.9.18～19＞

スタート

まち色めぐりマップを福井駅長に贈呈／福井駅

野学ストリート・ワーク／柴田神社

夜学ＲＯＢＡ公開ゼミ／村山友宏氏／青松園 ウェルカムパーティ／門田／リバージュアケボノ 各地のマップづくり報告／ＲＡＣＤＡ／福大

会場風景／福大

記念講演／村山友宏氏／福大パネルディスカッション／福大

ばす子・電太でーす、のりのりマップ第２版もよろしくね

ゴール



ふくいのりのりマップ第２版 ９月１６日発行 

 初版発行２００３年４月より１年半を経過し、これまでの路線変更、時刻変更などをもりこんだ改訂第２

版を発行いたしました。今年４月の改訂を予定していましたが、４月、５月、７月と各社の路線、時刻の変

更が相次ぎ、そのたびに発行時期を遅らせてきましたが、９月１９日の第２回全国バスマップサミット直前

にかろうじて間に合わせることができました。 以下、その特色等について簡単に説明いたします。実際、

手にとってご利用していただき、使い勝手などについてご意見ください。 

 

第２版の特色 

・福井市版、全県版の２つに独立（分冊） 

・５市の市街地を拡大表示（全県版） 

敦賀、武生、鯖江、大野、勝山の市街地マップ 
・Ｐ＆Ｒ駐車場の表示（全県版） 

敦賀、武生、鯖江、大野、勝山の市街地マップ 
・公共施設をマークで表示（市街地マップ） 

小・中・高校・大学・養護学校をマークで表示 
・車いす使用者用トイレの表示（福井市中心部マップ） 

車いす使用者用トイレがあり外部から利用可能施設 

第１版より引き継いだ特色 

・利用者の使い勝手優先のバス電

車路線図 

（誰でも乗れる定期運行の 

 コミュニティバスも表示） 

・全路線通し番号、市町村別路線一

覧表付 

（始発、行先、始発、終発、 

主要施設、便数、所要時分） 

・ＲＯＢＡ認定の優良バス停 

 

入手方法、広報の工夫（欲しい人にいかにとどけるか、） 
・大判（Ｂ３判、蛇腹折り、ビニール袋入り) 
：協力金１冊２００円 
バスターミナル（京福福井駅前、福鉄武生新など）、 
主な書店で入手可能です、取扱所募集中 
イベント用（主催団体のまとめ買い 
：１００部単位１冊１００円）企画募集中 
ＲＯＢＡ会員による広報用（１０部単位１冊１００円） 

・小判（Ａ３判、Ａ４袋とじ８ページ、手折り式） 
イベント（学校総合教育、バス電車の旅 
：２００部単位５０円程度）企画募集中 
雑誌への挟み込み（企画記事とのタイアップ、版下無償提供を予定）企画募集中    

（文責：林  博） 

－６－ 



第 2回 全国バスマップサミット in 福井  2004.9.18 ～ 9.19 
 
全国各地から自分の地域をもっと良くしたいと市民みずから交通マップづくりに取り組む
多くの方々が福井に集まり、これまでの成果を共有し今後の活動について議論しました。 
 

開催事務局を努める ROBA は風流塾とともにバス
や電車を使って巡る「まち色めぐりマップ」をつ
くる記念事業を行うとともに、サミットのナビゲ
ーターに村山友宏氏を招き「ホジロバ交通（徒
歩・自転車・路面電車・バス）と遊歩都市」をテ
ーマに、ストリートワークや夜学・記念講演を盛
り込みました。 
 

 

 

 

 

できたての「まち色めぐりマップ」を配布 （JR 福井駅） 
 
予想を超え24名が参加したストリートワークで
は、移動に使ったすまいるバスの車内でさっそ
く普段の利用状況を高校生にリサーチするとこ
ろなど、皆さん只者じゃないところを発揮。 

 

 

ストリートワークで立ち寄った歩く道の駅
．．．．．

 「たわら屋」 
 
夜学は寺子屋スタイル。講師の村山先生の講義を
熱心に聞き入り、「実際にどこから始めるか」な
ど鋭い質問も飛び出すほどに盛り上がり。 
 
 
 
 
 

村山氏の講義を熱心にメモをとる夜学 （青松園） 
 
翌日の本会議は各地の事例報告からスタート。
予定時間をかなりオーバーするくらい発表者の
みなさん力が入ってました。どのＭＡＰも工夫
されてますね。 記念講演では「街づくりより街
づかいを。つくることが第 1 になって後から利
用を考えるのではなく、どう使いたいかが先に
あるべき」という先生のお話が印象的でした。  19 日はみっちりサミット本会議（福大・ｱｶﾃﾞﾐｰﾎｰﾙ） 
 
最後に岡将男氏のコーディネートで今後のマップづくりについて会場一体となって話合い
サミット宣言で 2日間のサミットの幕を閉じました。 

 
欲張った内容にしたぶん準備も大変になり、かな
りドタバタしましたが、のべ１３０名、しかも遠
方から参加いただけたことがなにより。 
それぞれ各地の街づかいが少しでも良くなるよ
うにまた１年マップづくりに励みましょう。 
 
みなさんありがとう 
来年は松江でお会いしましょう！ 

ｂy 電太・ばす子・路面ライダー 
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◆◇◆  第 23 回まちづくり懇談会報告  ◆◇◆ 

 

日 時：9月 9 日（木）19:00～21:30 

場 所：駅前商店街会議室 

参加者：ROBA/清水、高橋、玉井、坂川、内田 

    まちなか NPO/永井、村北、大森、古市、今川 

議 題 

１、 福井駅東口の手寄再開発ビルについて 

立場を超えて、その問題について議論。様々な関係者によっ

て出来上がっている事業である。後戻りはできない。商業施

設の問題から、県施設の縮小という結論に落ち着くのか。タ

イムリーふくいでも議論。 

２、ROBA の会、まちなか NPO の最近の取組 

（ROBA の会） 

・「ご近所の底力」の番組の内幕（9月 2 日ＮＨＫ放映） 

 ・全国バスマップサミット開催（9月 18 から 19 日） 

 ・のりのりマップ第 2版 9 月 16 日発行 

 ・「福井まち色めぐり」企画の案内 

 ・田原町でのえち鉄・福鉄相互乗り入れの問題点 

（まちなか NPO） 

 ・藻谷さん講師で講演会、片町、呉服町の活性化について

・まちなかの駐車場の傾向。本町は横ばい、中心部は 3割減、

2時間無料券の効果で本町は横ばい。実質増加と見てよい

 

【次回開催案内】 

   日時：10 月 14 日（木）19:00～21:00 

   場所：駅前商店街会議室（五十嵐ビル６Ｆ） 

   議題：～まちなかの駐輪場のあり方を考える～ 

      福井市のプランをもとに、駐輪場の場所、 

      台数、管理方法等について意見交換 

                        （内田）
漆崎 耕次 

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/

記 ・・・編集委員より一言 

集長） 

ライダー紙芝居いかがでしたか」 

副変集長） 

、懐に秋風が・・・」 

副編集長） 

パリへ卒業旅行！ いいなぁ～by 内田」

発行責任者） 

の秋は、県内豪華イベント目白押しだね。」
－

事務局 

    ふくい路面電車とまちづくりの会 

９１０－８０３１ 

福井市種池 1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  
８－ 




